


未来を築く熊谷組Building the Future

船
場
を
象
徴
す
る

巨
大
商
業
ビ
ル
の
外
壁
大
改
修

  

「
１
０
０
０
ｍ
に
８
０
０
店
の
散
歩
道
」

と
い
う
商
業
ビ
ル
の
広
告
コ
ピ
ー
が
、あ
ま

り
に
も
適
切
な
表
現
だ
っ
た
こ
と
に
驚
い

た
。
そ
れ
は
、大
阪
市
中
央
区
船
場
中
央 

一
丁
目
か
ら
四
丁
目
の
地
内
に
位
置
す
る
、

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
こ
と
だ
。

 

一
歩
ビ
ル
内
に
入
り
込
め
ば
、繊
維
の

卸
問
屋
か
ら
、紳
士
・
婦
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

洋
品
、ブ
ラ
ン
ド
品
や
輸
入
家
具
・
雑
貨
、

飲
食
店
ま
で
が
ぎ
っ
し
り
と
並
び
、途
切
れ

る
こ
と
な
く
次
々
に
現
れ
て
く
る
。
そ
れ

ら
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
眺
め
て
い
く
う
ち
に
、

確
か
に
長
い
散
歩
道
を
ゆ
く
気
分
に
な
っ

て
く
る
の
が
不
思
議
だ
。

 

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
、大
阪
市
の
ほ
ぼ

中
央
を
東
西
に
通
る
中
央
大
通
の
中
央
に
、

東
は
堺
筋
、西
は
御
堂
筋
、横
長
に
約
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
延
び
た
巨
大
な

建
造
物
だ
。
一
見
す
る
と
ひ
と
つ
の
塊
に

思
え
る
が
、実
は
１
号
館
か
ら
１０
号
館
ま
で
、

交
差
す
る
道
路
に
よ
り
１０
棟
の
ビ
ル
に
分

か
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、

１
号
館
・
１０
号
館
は
地
上
２
階
／
地
下
２

階
、２
号
館
は
地
上
３
階
／
地
下
２
階
、３

号
館
〜
９
号
館
は
地
上
４
階
／
地
下
２
階

と
、各
棟
に
よ
っ
て
階
層
も
異
な
る
。
し
か

し
、大
阪
の
流
通
を
担
う
幹
線
道
路
の
ひ

と
つ
、大
阪
市
道
築
港
深
江
線
と
阪
神
高

速
１３
号
東
大
阪（
上
下
）線
が
巨
大
な
レ
ー

ル
の
よ
う
に
各
館
の
上
を
走
っ
て
い
る
こ

と
で
、見
事
に
一
体
化
し
て
い
る
の
だ
。

 

ま
た
地
下
に
は
、地
下
鉄
御
堂
筋
線
〈
本

町
駅
〉
、堺
筋
線
〈
堺
筋
本
町
駅
〉
、中
央

線
〈
本
町
駅
・
堺
筋
本
町
駅
〉
の
３
路
線
が

乗
り
入
れ
て
い
る
。
上
も
下
も
、大
阪
の
街

や
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
交
通
網
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
、そ
ん
な
商
業
ビ
ル
は

ほ
か
に
は
そ
う
な
い
。

 

こ
う
し
た
特
殊
な
環
境
に
あ
る
船
場
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
が
、建
設
か
ら
四
十
五
年
を

迎
え
、大
規
模
な
外
壁
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
の
活
性
化
を
図
り

街
づ
く
り
か
ら
集
客
力
ア
ッ
プ
へ

  

商
都
大
阪
を
代
表
す
る
「
船
場
」
は
、歴

史
の
あ
る
古
い
街
だ
。
豊
臣
秀
吉
の
時
代
、

大
坂
城
築
城
を
機
に
、当
地
に
周
辺
か
ら

商
人
を
集
め
て
、経
済
、流
通
の
中
心
地
と

し
て
栄
え
始
め
た
。
そ
の
後
も
幾
多
の
苦

難
は
あ
っ
た
も
の
の
、商
業
地
区
と
し
て
繁

栄
し
、繊
維
卸
売
業
者
が
集
中
し
、今
日
の

よ
う
に
西
日
本
全
域
を
代
表
す
る
商
業
地

域
に
発
展
し
た
。

 

１
９
７
０（
昭
和
４５
）
年
、大
阪
万
国
博

覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、都
市
再
開
発
計

画
の
一
環
と
し
て
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は

建
設
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、屋
上
部
に
道
路

を
置
き
、地
下
部
に
地
下
鉄
を
通
す
と
い

う
画
期
的
な
案
が
実
現
化
し
た
の
だ
。

 

そ
れ
が
近
年
、経
年
劣
化
に
よ
り
建
物

の
外
壁
タ
イ
ル
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、大
規
模
な
外
壁
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

 

そ
れ
と
共
に
、新
た
に
小
紋
柄
な
ど
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
パ
ン
チ
ン
グ
を
施
し
た

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
ほ
か
、発
光
ダ

イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ) 

照
明
を
取
り
付
け
て
、

夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、外
壁
を

刷
新
す
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
旧
い
ビ
ル
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、新
し
い
「
船
場
」
の
顔

と
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、街
づ
く

り
の
整
備
か
ら
集
客
力
の
ア
ッ
プ
に
も
繋

げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

大阪・中央大通にある商業ビルの外壁約1kmを大規模改修  

船場センタービル外壁改修工事 
大阪市のほぼ中央を東西に通る幹線道路・中央大通の中央に、１９７０年に竣工した「船場センタービル」はある。

全長約1km、延べ床面積１７万０３２４㎡という巨大な同ビル内には、現在、問屋や飲食店などおよそ８００店舗が並ぶ。

しかし、完成から４５年経過したいま、壁面の老朽化が進んでいることや、 

その外観が近隣の景観とそぐわなくなってきたことなどから、大規模な外壁改修工事が行われることになった。

約1kmに及ぶ外壁の改修からアルミパネルの設置作業及びLED照明の取り付け。

それに加え、入居する店舗は施工中も営業を継続したままであり、 

現場は人と車で溢れた繁華街の中心地、また建物の上には幹線道路が走っているなど、 

特異な環境や厳しい条件のもとでの工事だ。

当工事を請け負った熊谷組は、まさに長大で、難題の多い施工に挑むことになった。

今回、完成直前の現場を訪ね、これまでの苦労や貴重な体験などを紹介する。

１０号館南面（改修後）

改修後：１０号館東面

新ロゴタイプ

着工前：１０号館東面 着工前の各館外観風景

9号館北面（改修後）
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昼
夜
工
事
を
遂
行
し

８
０
０
店
舗
の
入
居
者
へ
の

事
前
説
明
に
配
慮

  

今
回
、
外
壁
と
配
水
設
備
の
改
修

工
事
を
担
当
す
る
熊
谷
組
は
、か
つ
て

１
号
館
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
当
時
と
は
施
工
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
環
境
も
違
い
す
ぎ
る
。
何
し
ろ
、

改
修
す
る
外
壁
の
長
さ
が
直
線
で
約

１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
工
事
に
は
、

ま
た
同
距
離
に
わ
た
っ
て
ア
ル
ミ
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
い
く
と
い
う
、
途
方
も

な
い
作
業
に
な
る
。

 

現
場
で
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
遠
藤

孝
治
作
業
所
長
は
、着
手
す
る
前
を
振

り
返
り
、こ
う
話
し
た
。

 

「
作
業
そ
の
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
難

し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
１
キ
ロ
先
ま

で
を
想
像
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
で
き

な
い
の
で
、
目
の
前
の
棟
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
終
わ
り
に
し
て
い
こ
う
、
と
自
分

を
納
得
さ
せ
ま
し
た
」
。

 

工
程
上
、
２
棟
ご
と
に
区
切
っ
て
工

事
は
進
め
ら
れ
た
。
最
初
に
１
〜
２
号

館
、
次
に
３
〜
４
号
館
、
と
い
う
具
合

だ
。
ま
さ
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
積
み

重
ね
て
い
く
よ
う
に
順
次
取
り
掛
か
っ

て
い
っ
た
。

 

し
か
し
、作
業
内
容
よ
り
も
遠
藤
作

業
所
長
ら
が
頭
を
痛
め
た
の
は
、
そ
の

周
辺
環
境
に
あ
っ
た
。

 

現
場
は
、ま
さ
に
大
阪
の
中
心
街
に

あ
り
、
ビ
ル
を
取
り
囲
む
よ
う
に
流

れ
る
車
も
、
そ
の
周
辺
を
行
き
来

す
る
人
も
、
想
像
以
上
に
溢
れ
ん

ば
か
り
の
数
だ
。
そ
こ
で
、
作
業
の

性
質
上
、
昼
間
の
状
況
で
は
難
し

い
資
材
の
搬
入
や
足
場
を
組
む
作

業
を
、
夜
の
９
時
か
ら
翌
朝
６
時

ま
で
と
す
る
夜
間
の
時
間
帯
に
回

し
た
。
ま
た
昼
間
は
当
然
な
が
ら
改

修
工
事
を
進
め
た
が
、
ど
う
し
て
も

ビ
ル
に
隣
接
す
る
道
路
の
使
用
や

車
線
規
制
、
入
居
す
る
店
舗
へ
の
商

品
搬
入
の
車
の
出
入
り
口
の
確
保

な
ど
も
あ
り
、
頻
繁
に
警
察
と
も

打
合
せ
を
行
い
、
適
切
な
道
路
使

用
の
許
可
な
ど
を
お
願
い
し
た
。

こ
う
し
て
、
昼
間
と
夜
間
、
ど
ち
ら

も
慌
た
だ
し
い
ま
ま
２４
時
間
フ
ル

稼
働
体
制
が
続
い
た
。

 

さ
ら
に
、神
経
を
使
っ
た
の
は
、８
０
０

店
を
越
え
る
入
居
者
へ
の
配
慮
だ
っ

た
。
ビ
ル
内
に
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居
す
る
８
０
０
店

が
、
改
修
工
事
中
も
通
常
の
営
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を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
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件
に
挙

げ
て
い
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以
上
、
そ
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を
妨
げ
る
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と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
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で
、

工
事
を
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と
に
、
各
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に
入
居

す
る
店
の
責
任
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に
対
し
、
工
事
内

容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
会
を

開
き
、
事
前
に
チ
ラ
シ
で
知
ら
せ
た
。

そ
の
チ
ラ
シ
の
作
成
も
、
店
舗
へ
の

持
ち
回
り
も
遠
藤
作
業
所
長
が
自

ら
行
っ
た
。 
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ー
ム
一
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と
な
っ
て
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々
の
暮
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し
や
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献
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軸
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働
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藤
作
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所
長
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ロ
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ョ

ナ
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ち
だ
。
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現場を統括した遠藤孝治作業所長鉄骨建方・鉄骨塗装完了
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る
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、
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。
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。
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わ
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。
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■ インフラの劣化診断にも応用可能な「指向性音カメラ」を開発

熊谷組 最近のトピックス

パセオ ―北海道
発注者●札幌駅総合開発株式会社

JR札幌駅高架下の地上1階・地下1階、約２００店舗が入った人気の商業
施設。開業から２０年を機に、約4万㎡にわたる大型リニューアル工事を
実施し、洗練されたモダンなデザインの魅力ある施設へと生まれ変わり
ました。

近江町いちば館 ―石川県
発注者●武蔵ヶ辻第四地区市街地再開発組合

金沢の台所として２８０年の間親しまれた近江町市場の再整備事業。
１９３２年に敷地内に建築された北國銀行武蔵ヶ辻支店（建築家村野藤吾
氏設計）を｢曳家工法｣を用いて移築後、耐震性能を高めるレトロフィット
工法で施工。伝統を維持しつつ新たな建物に再生しました。

 熊谷組は、ミャンマ一連邦共和国教育省発注に
よる教員養成学校の新設工事を受注しました。
 当工事は、日本の「政府開発援助（ODA）」によ
り実施される事業で、熊谷組は、教員を養成する施
設として、管理棟・教室棟・学生寮（4棟）・食堂・付
属施設（体育倉庫 電気室 守衛室）の建設と、それ
に伴う電気設備・機械設備・給排水衛生設備など建
築付帯設備の設置や教育家具などの調達を担当し
ます。建設地は、首都ネーピードーから南に車で約
1時間３０分ほどにあるパゴ一地域タウングー市で、
当地の教員養成学校施設の老朽化により、施設・機
材の整備が急務とされていました。
 現在、２０１６（平成２８）年5月竣工を目指し、延べ
床面積1万８１９９平方メートルに及ぶ大規模な新設
工事を進めています。

 熊谷組は、先に開発した「音カメラ」の技術を向上させ、カメラが向いている方向
の音を効率的に計測することのできる「指向性音カメラ」を開発しました。
　従来の音カメラは壁などで囲まれた場所では、音源からの音と反射した音が干渉
し、音の発生方向を特定しにくい場合がありました。「指向性音カメラ」は、カメラ後
方の音を遮音層で低減させ、カメラ前方の音への干渉を最小限にするとともに、そ
の場でリアルタイムに結果をモニターに表示し、音の情報を確認することができます。
 コンクリートの浮きや空隙部分は、振動が加わった際に発する音が健全部とは異
なるため、コンクリート橋梁などの劣化を点検するツールとして、現在も研究が進め
られています。

 ※なお、本成果の一部は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の
委託業務「インフラ維持管理・更新等の社会課題対応システム開発プロジェクト」の結果得ら
れたものです。

■ ミャンマー連邦共和国で
　 「ミャンマー国 教員養成学校改善計画」を受注

建物の新たな付加価値と資産価値向上につなげる熊谷組のリニューアル工事
熊谷組は、お客様の大切な建物の長寿命化を図るだけでなく、快適性や安全性の向上など新たな付加価値をご提案し、

リニューアルやコンバージョン、歴史的建物の保存改修まで幅広く取り組んでいます。

未来を築く熊谷組Building the Future

指向性音カメラ

■ 「マンションリノベーション技術データベース」を構築
 熊谷組は、集合住宅のリフォーム・リニューアル、コンバー
ジョン、リノベーション等に必要な各種技術データを網羅的
に統合し「マンションリノベーション技術データベース」を構
築しました。
 マンションリノベーションを計画しているディベロッパー等の
お客様からの要望や技術相談に対して、当社やグループ会社の
技術営業担当者が、本データベースを用いて、広範囲かつ詳細
な技術情報の中から、最適な計画をスピーディーに提案するこ
とができます。また、快適な室内環境を創るための音環境技術
など、当社の得意技術も盛り込むことで、プラスアルファの提案
も可能です。
 今後、人口減少や生活様式の多様化による集合住宅のリノ
ベーションの需要が増加すると予想されることから、更なるデー
タベースの拡充整備を進めてまいります。

 ２０１４（平成２６）年１１月２２日、長野県北安曇野郡白馬村を震源とする「長野県
神城断層地震」が発生しました。マグニチュード６.７、最大震度は6弱を観測し
たこの地震により、周辺の地域では多数の住民が負傷し、住宅倒壊、土砂崩れ
や道路崩落など、局地的に激しい被害を受けました。
 国土交通省関東地方整備局は、寸断された道路を復旧するため、安全を考慮
し、いち早く保有する遠隔操縦式の無人化バックホウ2台の派遣を決定しました。
熊谷組は、同局関東技術事務所との「災害時における災害応急対策業務に
関する協定」に基づき、これらの運搬と現地での操作を行い、復旧作業にあ
たりました。
 熊谷組の無人化施工システムは、有人での復旧作業が困難な自然災害現場
において、建設機械等を遠隔操作によって工事を行う技術です。これまでに、
２０１１（平成２３）年の台風１２号で土砂ダムが形成された奈良県の野迫川北股
地区、長崎県の雲仙普賢岳噴火災害の復興事業など、多くの災害復旧工事で
活躍しています。
 今後も、さらに技術向上に努め、国民の安全・安心な暮らしに貢献していきます。

■ 長野県北部の地震災害に、無人化施工で対応

復旧作業の様子

完成イメージ

豊岡市新庁舎 ―兵庫県
発注者●豊岡市

８０余年にわたり市民に親しまれた旧庁舎を保存したいという市民の願い
から、曳き家の技術で約２５m南へ移動させ、免震化工事や内・外観の改修
工事を行い、地上3階建てにリニューアル。その跡地に地上7階建ての新
庁舎を新築しました。

原宿リハビリテーション病院 ―東京都
発注者●一般社団法人巨樹の会

一般社団法人巨樹の会が運営する回復期リハビリテーション専門病院。
JR山手線原宿駅に近い既存のオフィスビルは３０３床を有する新しい病
院へと生まれ変わりました。

者
も
い
る
。
ま
さ
に
熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
か

ら
プ
ロ
中
の
プ
ロ
が
集
結
し
、こ
の
特
異

な
厳
し
い
条
件
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
き
た
の
だ
。

 

も
ち
ろ
ん
、
昼
間
で
一
日
平
均
５０
名
、

夜
間
で
約
２０
名
に
の
ぼ
る
作
業
員
の
尽

力
と
発
注
者
の
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
区

分
所
有
者
会
・
入
居
テ
ナ
ン
ト
や
建
物

管
理
者
の
株
式
会
社
大
阪
市
開
発
公
社

を
始
め
と
し
た
関
係
者
の
協
力
が
な
け

れ
ば
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

 

完
成
を
目
前
に
し
て
、
遠
藤
作
業
所

長
は
「
心
身
と
も
に
大
変
つ
ら
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、夜
に
な
る
と
、工
事
の

終
わ
っ
た
建
物
の
前
を
通
る
人
た
ち
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
光
景
を
観
て
、

綺
麗
に
な
っ
た
ね
、と
か
す
ご
い
ね
、と

言
っ
て
立
ち
ど
ま
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

こ
の
工
事
に
関
わ
れ
た
こ
と
に
誇
り
が

持
て
ま
す
」
と
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
な

が
ら
語
っ
た
。

 

改
修
工
事
と
一
口
に
い
っ
て
も
、単
な

る
補
修
工
事
で
は
な
い
。
今
回
の
よ
う

に
建
物
に
付
加
価
値
を
加
え
る
こ
と
で

新
た
な
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
創
出
さ
れ
、

地
域
全
体
が
活
性
化
し
て
お
客
様
の

資
産
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

熊
谷
組
は
、お
客
様
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
建
物

の
再
生
を
通
じ
、よ
り
多
く
の
人
た
ち

の
暮
ら
し
や
社
会
に
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発行●株式会社熊谷組

発行日●平成２７年8月1日

企画●サンケイ総合印刷株式会社

制作●オーシャンデザインワークス

★本誌は再生紙を使用しています。

■ インフラの劣化診断にも応用可能な「指向性音カメラ」を開発

熊谷組 最近のトピックス

パセオ ―北海道
発注者●札幌駅総合開発株式会社

JR札幌駅高架下の地上1階・地下1階、約２００店舗が入った人気の商業
施設。開業から２０年を機に、約4万㎡にわたる大型リニューアル工事を
実施し、洗練されたモダンなデザインの魅力ある施設へと生まれ変わり
ました。

近江町いちば館 ―石川県
発注者●武蔵ヶ辻第四地区市街地再開発組合

金沢の台所として２８０年の間親しまれた近江町市場の再整備事業。
１９３２年に敷地内に建築された北國銀行武蔵ヶ辻支店（建築家村野藤吾
氏設計）を｢曳家工法｣を用いて移築後、耐震性能を高めるレトロフィット
工法で施工。伝統を維持しつつ新たな建物に再生しました。

 熊谷組は、ミャンマ一連邦共和国教育省発注に
よる教員養成学校の新設工事を受注しました。
 当工事は、日本の「政府開発援助（ODA）」によ
り実施される事業で、熊谷組は、教員を養成する施
設として、管理棟・教室棟・学生寮（4棟）・食堂・付
属施設（体育倉庫 電気室 守衛室）の建設と、それ
に伴う電気設備・機械設備・給排水衛生設備など建
築付帯設備の設置や教育家具などの調達を担当し
ます。建設地は、首都ネーピードーから南に車で約
1時間３０分ほどにあるパゴ一地域タウングー市で、
当地の教員養成学校施設の老朽化により、施設・機
材の整備が急務とされていました。
 現在、２０１６（平成２８）年5月竣工を目指し、延べ
床面積1万８１９９平方メートルに及ぶ大規模な新設
工事を進めています。

 熊谷組は、先に開発した「音カメラ」の技術を向上させ、カメラが向いている方向
の音を効率的に計測することのできる「指向性音カメラ」を開発しました。
　従来の音カメラは壁などで囲まれた場所では、音源からの音と反射した音が干渉
し、音の発生方向を特定しにくい場合がありました。「指向性音カメラ」は、カメラ後
方の音を遮音層で低減させ、カメラ前方の音への干渉を最小限にするとともに、そ
の場でリアルタイムに結果をモニターに表示し、音の情報を確認することができます。
 コンクリートの浮きや空隙部分は、振動が加わった際に発する音が健全部とは異
なるため、コンクリート橋梁などの劣化を点検するツールとして、現在も研究が進め
られています。

 ※なお、本成果の一部は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の
委託業務「インフラ維持管理・更新等の社会課題対応システム開発プロジェクト」の結果得ら
れたものです。

■ ミャンマー連邦共和国で
　 「ミャンマー国 教員養成学校改善計画」を受注

建物の新たな付加価値と資産価値向上につなげる熊谷組のリニューアル工事
熊谷組は、お客様の大切な建物の長寿命化を図るだけでなく、快適性や安全性の向上など新たな付加価値をご提案し、

リニューアルやコンバージョン、歴史的建物の保存改修まで幅広く取り組んでいます。

未来を築く熊谷組Building the Future

指向性音カメラ

■ 「マンションリノベーション技術データベース」を構築
 熊谷組は、集合住宅のリフォーム・リニューアル、コンバー
ジョン、リノベーション等に必要な各種技術データを網羅的
に統合し「マンションリノベーション技術データベース」を構
築しました。
 マンションリノベーションを計画しているディベロッパー等の
お客様からの要望や技術相談に対して、当社やグループ会社の
技術営業担当者が、本データベースを用いて、広範囲かつ詳細
な技術情報の中から、最適な計画をスピーディーに提案するこ
とができます。また、快適な室内環境を創るための音環境技術
など、当社の得意技術も盛り込むことで、プラスアルファの提案
も可能です。
 今後、人口減少や生活様式の多様化による集合住宅のリノ
ベーションの需要が増加すると予想されることから、更なるデー
タベースの拡充整備を進めてまいります。

 ２０１４（平成２６）年１１月２２日、長野県北安曇野郡白馬村を震源とする「長野県
神城断層地震」が発生しました。マグニチュード６.７、最大震度は6弱を観測し
たこの地震により、周辺の地域では多数の住民が負傷し、住宅倒壊、土砂崩れ
や道路崩落など、局地的に激しい被害を受けました。
 国土交通省関東地方整備局は、寸断された道路を復旧するため、安全を考慮
し、いち早く保有する遠隔操縦式の無人化バックホウ2台の派遣を決定しました。
熊谷組は、同局関東技術事務所との「災害時における災害応急対策業務に
関する協定」に基づき、これらの運搬と現地での操作を行い、復旧作業にあ
たりました。
 熊谷組の無人化施工システムは、有人での復旧作業が困難な自然災害現場
において、建設機械等を遠隔操作によって工事を行う技術です。これまでに、
２０１１（平成２３）年の台風１２号で土砂ダムが形成された奈良県の野迫川北股
地区、長崎県の雲仙普賢岳噴火災害の復興事業など、多くの災害復旧工事で
活躍しています。
 今後も、さらに技術向上に努め、国民の安全・安心な暮らしに貢献していきます。

■ 長野県北部の地震災害に、無人化施工で対応

復旧作業の様子

完成イメージ

豊岡市新庁舎 ―兵庫県
発注者●豊岡市

８０余年にわたり市民に親しまれた旧庁舎を保存したいという市民の願い
から、曳き家の技術で約２５m南へ移動させ、免震化工事や内・外観の改修
工事を行い、地上3階建てにリニューアル。その跡地に地上7階建ての新
庁舎を新築しました。

原宿リハビリテーション病院 ―東京都
発注者●一般社団法人巨樹の会

一般社団法人巨樹の会が運営する回復期リハビリテーション専門病院。
JR山手線原宿駅に近い既存のオフィスビルは３０３床を有する新しい病
院へと生まれ変わりました。
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人と地球の未来を考える熊谷組

  本誌に関するご意見、お問い合わせは、熊谷組広報部までおよせください。

私達は「エコ・ファースト企業」として
環境大臣より認定されています。




